
パブリック・コメント制度による 

 「富士市手話言語条例（案）」 

に対する意見募集の結果について 

 

 

１ 意見募集の概要                                   

 

（１）意見募集方法 ①富士市ウェブサイトへの掲載 

②障害福祉課、各まちづくりセンター、中央図書館での閲覧 

（２）募 集 期 間  令和 ３年１１月 1 日（月）～令和 ３年１２月 １日（水） 

（３）意見提出方法 ウェブサイトの送信フォーム・電子メール・郵便・ＦＡＸ 

担当課への直接提出 

 

２ 意見募集結果                                    

（１）意見提出者の数      ５人 

（２）提出された意見の数     ９件 

（３）ウェブページアクセス件数   １７０件 

（４）意見の反映状況 

 反映する（一部反映を含む）    ０件 

 既に盛り込み済み     ０件 

 今後の参考にするもの    ８件 

 反映できないもの     １件 

 その他      ０件 
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富士市手話言語条例（案）」の 

パブリック・コメントに対する意見及び回答 

 

反映結果の項目は、「1 反映する」、「2 既に盛り込み済み」、「3 今後の参考にするもの」、「4 反映できない

もの」、「5 その他（案件とは無関係な意見等）」の5区分 

No. 意見の内容 市の考え方 反映結果 

 

 

 

1 

各種学校行事の際、手話通訳または、デ

ィスプレイなどによる言語の表示をして

ほしい。 

本条例は手話が言語であるとの認識に

基づき、ろう者が安心して暮らせる市

を目指し制定するものです。学校等公

共施設の運営、その他各種行事の実施

等において、誰もが情報を得られるよ

う、手話等の普及に努めて参ります。 

3 今後の

参考にする

もの 

 

 

 

 

 

 

 

2 

第 7 条 手話を学ぶ機会の提供について 

(第4条の施策ともリンク) 

「手話を学ぶ機会」と言うと、聞こえる

人達に対する機会をイメージされる方が

多いような気がしますが、手話を学ぶ機

会を十分に得られなかった聞こえない人

や片耳難聴者、中途失聴者や、今まさに

聴力が落ちてきて不安になっている人な

ど、幅広いと思います。このような人達

に、いかに音声言語に頼るかという選択

肢だけではなく、手話という選択肢も気

軽に与えられる環境があれば素敵だなと

思います。条文そのものに対する意見で

はありませんが、「手話を学ぶ機会」とい

うのが幅広い対象を包括できるようにな

ることを期待しています。   

  

本条例は、ろう者を含む全ての市民が

共生することのできる地域社会の実現

に寄与する事を目的としております。

市は、手話を普及するための施策とし

て手話を学ぶ機会の提供等を通して手

話の普及に努め、多くの市民に手話に

ついて理解していただき、手話が、あ

らゆる人が共に支え合う地域社会構築

の一助になれば良いと考えます。 

3 今後の

参考にする

もの 

 

 

 

3 

「手話言語」ということにフォーカスさ

れた条文になったかと思います。行政と

市民が一緒に育てていけるような条例に

なれば素敵だなと思います。 

これからも期待しています。   

本条例の制定は、手話言語条例制定市

民懇話会を設置し、ろう者・学識経験

者・事業者等、様々な立場の市民で意

見を交わし進めてきました。条例制定

後も、行政と市民が一体となって施策

を推進するよう努めて参ります。 

3 今後の

参考にする

もの 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

今まで、手話は言語として位置付けられ

たが、手話や手話言語に対する理解と広

がりを身近に感じる状況に至っていない

と思う。 

これをきっかけに、理解と広がりがある

と良いと思います。   

 

 

 

本条例の制定により、ろう者を含む全

ての市民が手話が言語であることへの

理解を深め、共に支え合う地域社会を

目指し、各種施策を推進して参ります。 

 

 

 

 

 

3 今後の

参考にする

もの 
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5 

 

とても良い条例だと思います。手話が言

語であることを、より多くの富士市民が

理解することを期待します。   

 

本条例制定を機に、手話が言語である

ことを広く市民が理解できる施策を推

進して参ります。 

3 今後の

参考にする

もの 

 

  

 

  

 

 

 6 

富士市の企業に勤めているろう者は沢山

います。会社は、私たちが人生の中で多

くの時間を過ごす場所であり、様々な人

間関係を取り結ぶ場でもあります。 

そのような場所で人格や尊厳を傷つけら

れたり仕事への意欲や自信を無くした

り、心の健康の悪化につながり場合によ

っては休職や退職に追い込まれたり生き

る希望をなくすケースがあるので、ろう

者の環境、手話についての学習会、カウ

ンセリングをするなり早急の対応をお願

いしたいです。   

 

本条例は、手話が言語であるとの認識

に基づき、手話を使用できる機会を確

保し、ろう者が安心して暮らすことが

できる市を目指して制定するもので

す。条例制定後は基本理念に基づき、

手話の普及と共に、事業者のろう者に

対する理解を促進するなど、ろう者の

自立した日常生活及び社会参加の機会

を保障するため、必要な施策を講じて

参ります。 

3 今後の

参考にする

もの 

 

 

  

 

 

 7 

手話を第一言語としているろう者の学

童、老人ホームの設立を検討してほしい。  

本条例は、ろう者を含む全ての市民が

共生することのできる地域社会の実現

に寄与することを目的に制定するもの

です。ろう者が住み慣れた地域で安心

して暮らすことができる市を目指し、

手話を普及することで、あらゆる場面

での手話による意思疎通を保障し、ろ

う者の自立した日常生活及び社会参加

の機会を促進するための施策を講じて

参ります。 

 

4 反映で

きないもの 

 

 

  

 

 8 

 

 

病院、警察署などに手話ができる職員を

増やす様お願いしたい。 

本条例は、手話が言語であるとの認識

に基づき、手話を使用することができ

る機会を確保し、ろう者が安心して暮

らすことのできる市を目指して制定す

るものです。今後も手話に対する理解

を深め、公共施設等におけるろう者の

意思疎通の機会を促進するとともに、

手話による意思疎通支援者を確保する

ための施策を推進して参ります。 

 

3 今後の

参考にする

もの 

 

 

  

 

 9 

富士市民向けに手話のカリキュラムを配

布して欲しい。   

本条例の、ろう者は手話による意思疎

通を図る権利を有し、その権利は尊重

されなければならないという基本理念

に基づき、今後も手話奉仕員養成講座

の募集における周知の方法や内容の確

認等の検討を重ね、広く市民が手話に

親しむ機会の創出に努めます。 

 

 

3 今後の

参考にする

もの 

 


